
 

ゲ―リー・チャップマン著 子どもに愛が伝わる５つの方法 
「愛にはラングエッジ（言語）がある」と説く著者が子育て（愛を伝える）秘訣を教えてくださいます！ 

子育てワンポイント  
バックナンバーはＨＰからご覧頂けます 

 

 

子どもの愛の言語を話そう 
 

「テンパってる」「イケてる」「うざい」子供たちは時として 

ちょっと聞くだけでは大人は何を言っているのかわからな 

い言葉遣いをします。しかし、大人は子供たちにわかる話し 

方をしているかといえば、それもまた怪しいかもしれません。 

意思の疎通がうまくいかないなかで、おそらく最も困るのは 

子どもたちに愛を適切に伝えられないことではないでしょう 

か。あなたは自分の子供の「愛の言語」を話せますか？ 

話していますか？ 

 

  どの子どもにも、得意な愛の言語、つまり親の愛を一番よく理解できる方法

があります。わが子にとって最もわかりやすい愛の言語を見極め、それを習得

することで、確実にあなたの愛を感じるようになるでしょう。 

育児の究極のゴールは、子供たちを成熟した大人へと育てることですが、

どの発達段階においても、土台となるのは愛です。たとえば、怒りの感情も、本

人が親の愛を感じているならば、それを前向きに持ってゆくことができます。親

の愛が純粋で一貫していると感じるならば、子供は親の助言にも耳を傾け、そ

れを受け入れやすくなるのです。 
 

「愛の五つの言語」は、次の５つです。「スキンシップ」「肯定的なことば」「充実した時

間」「贈り物」「尽くす行為」です。あなたはこの５つのうちで、どんな愛を受け取るのが喜

びですか。その１番目があなたの愛の第一言語です。しかし、あなたの相手（家族や子供）

が、あなたと同じ第一言語を求めているかはわかりません。相手の第一言語を見つける

ことは、子育てにも大きな助けになることをもっと学びたいと思います。牧師 倉知契 
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